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平成27年から令和元年まで５年間実施されたケージ保護事業と平成29年から実施
した捕食者対策により、南アルプス北部地域では個体数の回復が見られた。
これにより、南アルプス北部地域ではケージ保護事業を終了し、捕食者対策のみ
を実施し、個体数の動向をモニタリングすることとなった。

１．背景と目的

ケージ保護
開始



https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/8193.html

http://www.inacity.jp/kankojoho/sangaku_alps/minamialps/mountainclosed.html

２．令和２年度における南アルプス周辺山小屋の営業状況

新型コロナウイルス感染症蔓延に伴い多くの小屋
が休業となった。



３．南アルプス北岳周辺におけるモニタリング調査結果

• 今年は６月に実施を予定していた北岳周辺のなわばり分布調査は、限られ
た山小屋職員の滞在期間中に調査を予定していたが、予定日が天候不良に
よる道路崩落の危険から調査を実施することができなかった。

• ９月２－５日には雛の生存数確認調査を実施したが、天候が良かったこと
もあり、成鳥数羽が見つかったのみで雛を連れた個体を発見することはで
きなかった。
なお、今年度は7月の大雨により南アルプス北部地域だけでなく、全国各
地のライチョウ生息地における雛の生存率が非常に低かった。



4．捕食者対策の実施結果

北岳山荘にて小屋明け直後の６月２６日にかご罠でテン１頭が捕獲された。
個体については安楽殺処置後冷暗所に保管され、８月24日にヘリコプター
にて搬送した。

胃内容物調査などについて現在実施中。



5．筒罠の設置

令和２年度には小屋内に筒罠を設置し、来年度春に成果の確認をする。

冬季に小屋内に設置し、小屋に侵入したテンを捕獲するための筒罠の使用を開始した。



6．令和３年度事業予定

•来年度も引き続き5月～10月についてはかご罠、11月～翌4月ま
では筒罠を用いた捕食者の捕獲を継続する。

•北岳地域においてはなわばり分布調査や雛の生存確認調査を実施
し、ライチョウの個体数や生存状況のモニタリングを継続する。

•センサーカメラ等を用いた捕食者のモニタリング調査も継続する。


